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Ｐ２ 上水道料金が変更されます
Ｐ３   ツアーオブジャパン＆
　　　 サイクルフェスティバル伊豆2012開催
Ｐ４ TOUKAI（東海・倒壊）-0
Ｐ５　電気柵を正しく設置し被害軽減
Ｐ6 健（検）診で健やかな生活を 
 P14 お得に活用しよう！市の補助金制度

蛭子能収さん現る！

天城ミュージアムで作品展オープン

ゼロ



◆サイクルフェスティバル伊豆
　自転車の最新モデルを楽しめる試乗体験会や BMX
体験会、伊豆ベロドローム体験走行など自転車の魅力
を身近に楽しめるイベントが盛りだくさんです！
　また、イベント開催日はサイクルスポーツセンター
が、『お客様感謝デー』として年に一度の入場無料の
日となります。

◆交通規制のお知らせ
　市道をコースの一部として使用するため、市道の一
部を全面通行止めにします（一般車両および歩行者）。
　大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解・ご協力
をよろしくお願いします。

＜交通規制マップ＞

◆第 15回ツアー・オブ・ジャパン
　５月 20 日（日）の大阪堺ステージをかわきりに、６日間の熱いレースが繰り広げられます。伊豆ステージ
では、サイクルスポーツセンター特設の 12.2km × 12 周の周回コースで、レースが行われます。大会全体の
総合順位を決定づける大事なレースとなり、手に汗握る熱戦が期待できます。
　今大会では、柳瀬出身の野寺秀徳監督率いる『シマノレーシング』が出場するほか、元 F1 レーサーの片山
右京監督率いる『チーム UKYO』が参戦します。『シマノレーシング』には、旧修善寺工業高校 OB の平塚吉
光選手（沼津市出身）が所属します。平塚選手がチームの要となり、熱いレースを見せてくれるはずです。

自転車の祭典『サイクルフェスティバル伊豆 2012』を開催します。ま
た、昨年、東日本大震災で中止となってしまった『第 15 回ツアー・オ
ブ・ジャパン』も同日に復活開催されます。
自転車一色の一日を、ぜひお楽しみください！

             
　　　　　　5 月 26 日（土）9 時～ 16 時 30 分　　　　　　　　日本サイクルスポーツセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入場無料）

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

　

中
伊
豆
、
天
城
湯
ケ
島
お
よ
び

土
肥
地
区
は
７
月
請
求
分
か
ら
、

修
善
寺
地
区
は
８
月
請
求
分
か
ら
、

上
水
道
料
金
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

※
中
伊
豆
、
天
城
湯
ケ
島
、
土
肥

　

地
区
の
７
月
請
求
分
は
、
４
月

　

の
検
針
日
か
ら
６
月
の
検
針
日

　

ま
で
の
水
道
使
用
料
で
す
。

※
修
善
寺
地
区
の
８
月
請
求
分

は
、
５
月
の
検
針
日
か
ら
７
月

の
検
針
日
ま
で
の
水
道
使
用
料

で
す
。

い
く
ら
に
な
る
の
？

　

１
カ
月
あ
た
り
の
基
本
使
用

料
や
１
㎥
あ
た
り
の
使
用
料
は
、

次
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
水
道
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
第
54
回
『
水
道
週
間
』

　

６
月
１
日（
金
）か
ら
６
月
７
日（
木
）ま
で
の
間
、

第
54
回
『
水
道
週
間
』
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
全
国

的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
さ

あ
今
日
も 

水
と
元
気
が 

蛇
口
か
ら
』
で
す
。

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
す
る
う
え

で
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基

盤
施
設
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
そ
の
重
要
さ
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
安
全
、
安
心
、
安
定
的
に
供
給
で
き
る
水

道
の
整
備
や
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い
施
設
の

構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
水
道
に
つ
い
て
の
さ
ら

な
る
理
解
を
深
め
、
今
後
の
水
道
の
維
持
、
発
展

に
資
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
０

　
上
水
道
料
金
が

　
　
　
　
変
更
さ
れ
ま
す

1 カ月あたりの基本料金（全地区共通・税込）

1㎥あたりの水量料金（税込）

と き ところ

平
成
21
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、
２
年
ご
と
の
経
過
措
置
を
経
て
、
平
成
26
年

度
に
水
道
料
金
を
統
一
す
る
議
決
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
で
す
。

今
後
と
も
経
費
節
減
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
経
営
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
０

＊この事業は『競輪公益資金』を
　受けて開催するものです。
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サイクルフェスティバル
伊豆 2012 ＆
ツアー・オブ・ジャパン

 ５/26
  開催決定！

土
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柵
は
舗
装
道
路
な
ど
か
ら

　
離
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　

電
気
柵
は
、
コ
ー
ド
に
触
れ
た
動
物
か
ら

地
面
に
電
気
が
流
れ
る
こ
と
で
感
電
し
ま

す
。
感
電
さ
せ
る
た
め
に
は
、
動
物
の
足
が

土
に
触
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

舗
装
道
路
や
畦け

い
は
ん畔
か
ら
50
㎝
は
、
離
し
て

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
足
が
舗
装
道
路
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
乗
っ
て
い
る
と
電
気
の

流
れ
が
悪
く
な
り
、
感
電
効
果
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
コ
ー
ド
の
高
さ
は

　
適
切
で
す
か
？

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
感
電
す
る
の
は
、

鼻
先
だ
け
で
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
侵

入
が
潜
り
込
み
で
す
。
草
刈
り
な
ど
の
管

理
は
大
変
で
す
が
、
コ
ー
ド
を
張
り
巡
ら

せ
る
高
さ
は
、
地
上
か
ら
20
㎝
、
40
㎝
、

60
㎝
、
90
㎝
を
基
本
と
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
上
の
高
さ
は
、
コ
ー
ド
で
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。

シ
カ
は
、
角
が

あ
っ
て
も
地
上

高
30
㎝
の
す
き

間
が
あ
れ
ば
侵

入
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
周
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　

電
気
柵
は
、
守
る
場
所
を
す
べ
て
取
り

囲
む
よ
う
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
囲
ま

れ
て
い
な
い
場
所
が
あ
る
と
、
柵
伝
い
に

移
動
し
て
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
常
に
電
気
を

　
流
し
て
い
ま
す
か
？

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
、
昼
間
も
活
動
し

ま
す
。
人
気
の
な
い
場
所
で
は
常
に
電
気

を
流
し
て
く
だ
さ
い
。
電
気
を
流
し
て
い

な
い
電
気
柵
に
侵
入
し
た
経
験
を
持
っ
た

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
、　
『
電
気
柵
の
あ
る

場
所
』
を
『
え
さ
場
』
と
学
習
し
、
電
気

が
流
れ
て
い
る
電
気
柵
に
も
平
然
と
侵
入

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

田
植
え
や
野
菜
づ
く
り
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

も
う
一
度
ご
自
身
の
電
気
柵
を
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
気
柵
を
人
が
通
る
場
所
に
設

置
す
る
場
合
は
、
電
気
柵
が
あ
る
こ
と
を

示
す
表
示
板
の
設
置
や
、
人
が
接
触
し
な

い
位
置
ま
で
柵
を
後
退
さ
せ
る
な
ど
の
安

全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　
電
気
柵
な
ど
の

　
　
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

対
象
／
農
林
産
物
の
防
護
を
目
的
と
し
て

次
の
資
機
材
を
新
規
に
購
入
し
た
場
合
の

購
入
費
用
で
、
実
際
に
設
置
さ
れ
て
い
る

も
の

○
電
気
柵
本
体
お
よ
び
杭
、
ケ
ー
ブ
ル
な

　

ど
（
市
販
の
防
護
器
具
製
品
）

○
防
護
ネ
ッ
ト
、
支
柱
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

　

シ
ュ
、
ト
タ
ン
、
結
束
バ
ン
ド
な
ど

★
次
の
も
の
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

○
設
置
工
事
費

○
同
一
年
度
内
に
、
同
じ
場
所
へ
設
置
す

　

る
た
め
に
購
入
し
た
資
機
材
費

○
既
設
の
電
気
柵
や
防
護
柵
の
一
部
修
繕

　

と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
資
機
材
費

○
光
、
音
、
臭
い
を
用
い
た
忌
避
材
購
入

　

費
補
助
額
／
購
入
費
の
２
分
の
１

※
上
限
は
年
度
内
同
一
世
帯
10
万
円
（
認

　

定
農
業
者
は
15
万
円
）
千
円
未
満
は
切

　

捨
て
で
す
。

そ
の
他
／
資
機
材
を
購
入
し
た
日
（
領
収

書
の
日
付
）
か
ら
３
カ
月
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。３
カ
月
を
超
え
た
場
合
は
、

補
助
の
対
象
外
で
す
。

電気柵を設置しているのに「被害に遭った」「柵を壊さ
れた」という声を聞きます。皆さんの電気柵は適切に設
置されていますか？柵の正しい設置方法を解説します。

問合せ／農林水産課☎（72）9893

シカ
イノシ

シ
から

耐
震
診
断
か
ら

耐
震
補
強
工
事
ま
で
の
流
れ

①
無
料
耐
震
診
断
は

　
電
話
1
本
で
申
し
込
み
で
き
ま
す

無
料
で
、
市
が
専
門
家
（
静
岡
県
耐

震
診
断
補
強
相
談
士
）
を
派
遣
し
、
耐

震
診
断
を
行
い
ま
す
。

②
耐
震
補
強
計
画
作
成
費
用
の

　
3
分
の
2
を
補
助
し
ま
す

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問
題

が
あ
る
場
合
、
家
の
筋
交
い
を
増
や
す

な
ど
、
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
補
強

す
る
か
を
検
討
し
、『
耐
震
補
強
計
画
』

を
作
成
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、

3
分
の
2
以
内
（
限
度
額
9
万
6
千
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

③
耐
震
補
強
工
事
に
は

　
40
万
円
を
補
助
し
ま
す

耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
木
造
住
宅
の

耐
震
補
強
工
事
に
対
し
て
、
40
万
円
を

上
限
に
補
助
し
ま
す
。
高
齢
者
の
み
の

世
帯
や
障
害
の
あ
る
人
と
同
居
し
て
い

る
世
帯
に
は
、
20
万
円
の
割
増
補
助
が

あ
り
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
に

関
連
す
る
優
遇
措
置

所
得
税
の
優
遇
措
置

　

確
定
申
告
に
よ
り
、
耐
震
補
強
に
要
し

た
費
用
か
ら
補
助
金
額
な
ど
を
差
し
引
い

た
金
額
と
、
標
準
的
な
工
事
費
用
と
少
な

い
額
の
う
ち
10
％
、
最
大
20
万
円
を
所
得

税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置

　

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
た
翌
年
か

ら
、
最
大
で
２
年
間
の
固
定
資
産
税
が
半

額
に
な
り
ま
す
。

※
住
宅
の
１
２
０
㎡
ま
で
が
上
限
で
す
。

　
　
し
ず
お
か
住
宅
ロ
ー
ン

優
遇
制
度

　

耐
震
評
点
が
1.0
未
満
で
、
住
宅
の
建
て

替
え
を
お
考
え
の
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
県
内
の
金
融
機
関
で
金
利
の
優
遇
な

ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関

に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
補
助
制
度

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修

　

地
震
発
生
時
に
転
倒
や
倒
壊
の
恐
れ

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修
を

行
う
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

建
築
物
の
耐
震
診
断

　

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
店
舗
な
ど
、
木
造

住
宅
以
外
の
建
築
物
の
耐
震
性
を
調
べ

る
耐
震
診
断
を
行
う
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　県と市が実施している『ＴＯＵＫＡＩ（東海・倒壊）- ０
ゼロ

』事業
では、昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てられた木造住宅を対象に、
無料耐震診断の実施、耐震補強計画の計画と工事に対して補助を
行っています。

問合せ／地域づくり課☎（72）9867

東海地震に備える

住宅の耐震診断 ･ 耐震補強

▲▲

▲合言葉は『自分の命は自分で守る』。　今こそ耐震補強を！
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　　　　　電気柵を正しく設置し被害軽減

農林産物を守ろう！



健（検）診で健やかな生活を健（検）診で健やかな生活を

　前立腺がんを早期発見、早期治療するための検診です。
対象／50歳以上の男性（昭和38年3月31日以前生まれ）
※すでに前立腺の病気で治療を受けている人は除きます。
内容／血液検査
時期・費用／6月～8月　500円
持ち物／自己負担金、住所が確認できるもの（健康保険
証など）
申込み／平成22年度から24年度までの検診希望調査
で、『受診する』と回答した人に『ご案内』を郵送します。
それ以外の人は、事前に健康増進課へご連絡ください。
その他／実施医療機関など詳細は『ご案内』に同封します。
問合せ／健康増進課☎（72）9861

　健康意識を高め、生活習慣病の予防と早期発見を目
的とした健診です。
対象／19歳～39歳以下の人
（昭和48年4月1日～平成6年3月31日生まれ）
内容／問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、
医師の診察など
時期・費用／6月～8月　1,000円
持ち物／一般健診『質問票』、一般健診結果票（黄色）、
自己負担金、住所が確認できるもの（健康保険証など）
申込み／平成22年度から24年度までの検診希望調査
で、『受診する』と回答した人に『ご案内』を郵送します。
それ以外の人は、事前に健康増進課へご連絡ください。
その他／実施医療機関など詳細は『ご案内』に同封します。
問合せ／健康増進課☎（72）9861

　「いつまでも元気で長生きしたい」と誰でも思うことです。でも、「忙しいし、
健診に行くのは面倒くさい」なんて、健診を受けていない人はいませんか？
ちょっと待ってください。その人は知らないうちに損をしているのです。

対象／
①40歳以上の人（昭和48年3月31日以前生まれ）で、伊豆
　市の国民健康保険加入者と被扶養者
※国民健康保険の人間ドックを受診する人を除きます。
②後期高齢者医療制度に加入している人
※6カ月以上入院している人、高血圧、糖尿病、脳血管疾
患、心疾患など慢性疾患で治療中の人は、健診を受け
る必要はありません。

時期／個別健診…6月～8月　集団健診…7月～10月

健診の受け方／
○個別健診の場合
個人通知に同封する委託医療機関へ事前に予約して
受けてください。
○集団健診の場合
日程や会場の一覧を受診券と一緒に送付します。
※9・10月には、胸部、胃・大腸がんの検診と同時に実施
できる日程があります。

健診の内容／

受診券の郵送時期／5月中旬以降に対象者へ通知します。

費用／○特定健康診査受診券をお持ちの人…1,000円
○後期高齢者健康診査受診券をお持ちの人…500円

持ち物／
①『特定健康診査受診券』（うぐいす色）または
　『後期高齢者健康診査受診券』（オレンジ色）
　※裏面の『質問票』は、必ず自宅で記入してください。
②あて名シール（個人通知に同封のもの）
③ 『国民健康保険証』または『後期高齢者医療保険証』
④ 自己負担金

お願い／
○案内をよく読み、自宅で記入する書類は事前に確認し、
　忘れ物がないようにしてください。
○肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診は、特定健康診査
および後期高齢者健康診査と同時に受診できます。対
象年齢などをご確認ください。

問合せ／市民課☎（72）9856

■特定健康診査・後期高齢者健康診査

早期発見・早期治療のために

　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルスに感染していないかを調べる検
査です。生涯を通じて、この検査を1回受けることをお勧
めします。
対象／○今年度40歳になる人
　（昭和47年4月1日～昭和48年3月31日生まれ）
○41歳以上で、過去に肝炎検査を受けたことがない人
　や肝機能異常を指摘されたことがある人（希望者）
内容・時期／血液検査　6月～8月
費用／Ｃ型肝炎ウイルス検査　600円
Ｂ型肝炎ウイルス検査　100円
※住民税非課税世帯の場合は無料です。事前に健康
増進課または各支所窓口へ印鑑を持参してください。
自己負担金免除証明書を発行します。
持ち物／肝炎ウイルス検査『質問票』、自己負担金また
は自己負担金免除証明書、住所が確認できるもの（健康
保険証など）
申込み／40歳になる人全員に『ご案内』を郵送します。
41歳以上で検査を希望する人は、事前にご連絡ください。
その他／実施医療機関など詳細は『ご案内』に同封します。
問合せ／健康増進課☎（72）9861

■一般健診（生活習慣病予防健診）

■前立腺がん検診

■肝炎ウイルス検査 　　　①健康で

　生活習慣病は、進行するまでに自覚
症状がありません。特定健診を受けて
いれば、より早く異常を見つけて対処
できます。
　楽しい日々を送るための資本は何と
いっても健康であることをお忘れなく！

　　　②家計に
　
　糖尿病や脳卒中など障害が残りや
すい病気になると医療費が高額になる
だけでなく、仕事にも影響し、収入にも
悪影響が出てしまいます。
　また、特定健診でみんなが生活習慣
病を予防できれば、医療費の増加や保
険税の引き上げも抑えられます。

③保健指導がついて、さらに

　特定健診の結果から、生活習慣改善
で効果が得られそうな人に『特定保健
指導』を行います。
　これは、自分に合った生活習慣改善
の方法を考える良い機会です。

　バリウムの誤嚥（※）などによる事故を未然に防ぐため、
下記の項目のいずれかにあてはまる人で希望する人に
限り、受けることができます。
対象／○年齢が70歳以上の人
○35歳～69歳の人でバリウム製剤に対し、過敏症のある
人、過去にバリウム製剤を飲んでむせたことがある人、
体重が120ｋｇ以上の人、握力が弱いため胃がん検診
車でのバリウム検査ができない人、そのほか検診車で
のバリウム検査が適さないと医師が認めた人
内容・時期／胃内視鏡検査　6月～12月
費用／医療機関によって自己負担金が異なります。
（検診費用から13，000円を引いた金額）
持ち物／自己負担金、住所が確認できるもの（健康保険
証など）

■胃内視鏡検査（胃カメラ検査）

※検査日に伊豆市に住所があり、各項目の条件に当てはまる人が対象となります。

申込み／希望する人は、事前にご連絡ください。委託医
療機関一覧を郵送します。
その他／検査に伴い、咽頭反射や胃の張り感、出血な
どがある場合もありますので、事前にかかりつけ医への相
談をお勧めします。
問合せ／健康増進課☎（72）9861

『肝炎予防医療講演会』のお知らせ（参加無料）　
　沈黙の臓器と言われる肝臓。肝臓の病気は初期では自覚症状が出にくく、本人がなかなか気付かないことも多いため、注意が必要です。　この講演では、消化器内科専門医が肝臓の示す危険信号や病気について分かりやすくお話します。とき／5月19日（土）13時30分～15時30分ところ／生きいきプラザ第1・2会議室テーマ／『わかりやすい肝臓の話～肝臓がん、　肝硬変、肝炎を予防するには～』講師／順天堂大学静岡病院　消化器内科准教授　平野 克治 医師主催／伊豆市、順天堂静岡病院、東部保健所申込み・問合せ／健康増進課☎（72）9861

身体計測・腹囲測定
血液検査（中性脂肪）
ＨＤＬ・ＬＤＬ
ＧＯＴ・ＧＰＴ
γ̶ ＧＴＰ
ＨｂＡ１ｃ
尿糖・尿蛋白

心電図検査

眼 底 検 査

血清クレアチニン
e－GFR
尿酸
尿潜血
貧血検査

基本項目
（受診者全員）

詳細の項目
（医師の判断により実施）

伊豆市の追加項目
（受診者全員）

いん とう

ご えん

（※）飲食物などが誤って気管に入ってしまうこと
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▲園児たちによる元気いっぱいな太鼓のお遊戯

▲参加者全員で安全な工事と早期完成を祈願

修
善
寺
駅
周
辺
整
備

第
一
歩
を
踏
み
出
す
安
全
祈
願
祭

　

3
月
10
日（
土
）、修
善
寺
駅
周
辺
整
備
事
業
に
伴
う

安
全
祈
願
祭
が
、修
善
寺
駅
近
く
の
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。祈
願
祭
に
は
、受
託
者
の
伊
豆
箱
根
鉄
道（
株
）

を
は
じ
め
、行
政
、議
会
、工
事
関
係
者
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
、4
月
か
ら
着
工
し
て
、平
成
26
年
8
月
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。工
事
期
間
中
、近
隣
の
皆

さ
ん
に
は
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
園 『
あ
ゆ
の
さ
と
』 

働
く
マ
マ
の
強
い
味
方
つ
い
に
完
成

3
月
10
日（
土
）、か
し
わ
く
ぼ
保
育
園
と
牧
之
郷

幼
稚
園
を
統
合
・
再
編
す
る
認
定
こ
ど
も
園『
あ
ゆ
の

さ
と
』の
竣
工
式
が
、同
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典

に
は
、運
営
者
で
あ
る（
社
）信
愛
会
、行
政
、議
会
、民

生
児
童
委
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、あ
い
さ
つ

や
園
児
の
お
遊
戯
な
ど
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

宇
田
園
長
は
、「
両
園
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、立
派

な
施
設
に
負
け
な
い
中
身
の
あ
る
こ
ど
も
園
に
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲雨の中、交流しながらサイクリングを楽しむ参加者

イ
ベ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
ｉ
リ
ー
グ

春
く
る
サ
イ
ク
ル
を
開
催

3
月
18
日（
土
）、ｉ
リ
ー
グ
と
サ
イ
ク
ル
メ
ッ
カ
伊

豆
推
進
協
議
会
が
共
同
で
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。参
加
者
は
、ｉ
リ
ー
グ
に
登
録
し
て
い
る
独

身
の
男
女
37
人
で
、修
善
寺
総
合
会
館
か
ら
奥
の
院
ま

で
修
善
寺
温
泉
の
い
ろ
は
石
を
巡
り
な
が
ら
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、修
善
寺
ホ
テ
ル
で
お
い
し
い
昼
食
を
食
べ

な
が
ら
、会
話
を
弾
ま
せ
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に▲市長から感謝状を受ける退任者の皆さん

3
市
観
光
交
流
協
定

共
同
宣
伝
や
商
品
開
発
で
連
携

▲協定書を締結した３市長（左から御殿場市長、伊豆市長、熱海市長）

3
月
27
日（
火
）、伊
豆
市
役
所
で
伊
豆
市
、熱
海
市
、

御
殿
場
市
の
3
市
が
観
光
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。同
日
に
行
わ
れ
た
協
定
の
調
印
式
で
は
、3
市
長

が
お
互
い
の
特
産
品
な
ど
を
交
換
し
て
、今
後
の
協
力

を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
3
市
で
は
、海
外
か
ら
の
観
光
客
向
け
に
3
市

各
地
を
巡
る
旅
行
商
品
の
開
発
、施
設
割
引
や
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
市
民
交
流
な
ど
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

4
月
2
日（
月
）、『
伊
豆
市
交
通
指
導
員
感
謝
状

贈
呈
並
び
に
委
嘱
状
交
付
式
』が
、生
き
い
き
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、退
任
さ
れ
た
12
人
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、再
任
者
を
含
む
14
人
の
新
任
者

に
委
嘱
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
、こ
れ
ま
で
長
い
間
、地
域
の

交
通
安
全
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。新
任
者
の
皆
さ
ん
、児
童
へ
の
街
頭
指
導

や
地
域
の
交
通
安
全
推
進
を
目
指
し
、こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲元気いっぱいに最後の園歌を歌う園児たち

牧
之
郷
幼
稚
園
閉
園
式

37
年
間
の
思
い
出
と
と
も
に

　

3
月
23
日（
金
）、牧
之
郷
幼
稚
園
の
閉
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。式
典
に
は
、園
児
、保
護
者
、地
元
関
係
者

な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

閉
園
式
で
は
、こ
れ
ま
で
に
卒
園
し
た
園
児
の
写
真

の
展
示
や
、歴
代
の
先
生
た
ち
に
よ
る
劇
が
行
わ
れ
ま

し
た
。最
後
は
、園
歌
を
作
っ
た
地
元
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の『
あ
ら
き
の
ゾ
ム
さ
ん
』と
園
児
た
ち
が
、

最
後
の
園
歌
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
、別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。

　

同
園
は
、昭
和
50
年
に
開
園
し
、37
年
間
で
１
４
３
８

人
が
卒
園
し
ま
し
た
。



　
４
月
６
日（
金
）、素
晴
ら
し
い
天

気
に
恵
ま
れ
、狩
野
小
学
校
、月
ヶ

瀬
小
学
校
、湯
ヶ
島
小
学
校
で
、再

編
前
の
最
後
の
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
狩
野
小
学
校

　
学
校
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
大

き
な
楠
の
木
を
く
ぐ
り
入
学
し
た

１６
人
の
新
入
生
。２
年
生
が
元
気
よ

く
お
迎
え
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、緊

張
し
て
い
た
顔
が
思
わ
ず
ほ
こ
ろ
び

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
在
校
生
が
歌
う
『
青

羽
根
の
丘
に
伸
び
ゆ
く
子
』
を
願

っ
た
校
歌
が
式
場
い
っ
ぱ
い
に
響

き
わ
た
り
、
狩
野
小
学
校
の
入
学
式

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
４
月
６
日（
金
）、素
晴
ら
し
い
天

気
に
恵
ま
れ
、狩
野
小
学
校
、月
ヶ

瀬
小
学
校
、湯
ヶ
島
小
学
校
で
、再

編
前
の
最
後
の
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
狩
野
小
学
校

　
学
校
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
大

き
な
楠
の
木
を
く
ぐ
り
入
学
し
た

１６
人
の
新
入
生
。２
年
生
が
元
気
よ

く
お
迎
え
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、緊

張
し
て
い
た
顔
が
思
わ
ず
ほ
こ
ろ
び

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
在
校
生
が
歌
う
『
青

羽
根
の
丘
に
伸
び
ゆ
く
子
』
を
願

っ
た
校
歌
が
式
場
い
っ
ぱ
い
に
響

き
わ
た
り
、
狩
野
小
学
校
の
入
学
式

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
生
は
、
担
任

の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

「
は
い
」
と
元
気
よ
く
返
事
を

し
、
校
長
先
生
や
来
賓
の
皆
さ
ん

か
ら
の
話
を
落
ち
着
い
て
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
上
級
生
が
「
仲
良
く
し
よ
う

ね
」
と
優
し
く
呼
び
掛
け
、
井
上

靖
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
『
地
球
上

で
一
番
清
ら
か
な
広
場
』
の
詩
を

暗
唱
し
ま
し
た
。

　
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
生
は
、
担
任

の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

「
は
い
」
と
元
気
よ
く
返
事
を

し
、
校
長
先
生
や
来
賓
の
皆
さ
ん

か
ら
の
話
を
落
ち
着
い
て
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
上
級
生
が
「
仲
良
く
し
よ
う

ね
」
と
優
し
く
呼
び
掛
け
、
井
上

靖
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
『
地
球
上

で
一
番
清
ら
か
な
広
場
』
の
詩
を

暗
唱
し
ま
し
た
。

■
月
ヶ
瀬
小
学
校

　
６
年
生
に
手
を
引
か
れ
、
緊
張

し
た
表
情
で
12
人
の
新
入
生
が
式

場
に
入
場
し
ま
し
た
。
校
長
先
生

が
、
「
月
ヶ
瀬
小
学
校
最
後
の
年

度
を
み
ん
な
で
仲
良
く
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」
と

歓
迎
の
言
葉
の
後
、
新
入
生
は
担

■
月
ヶ
瀬
小
学
校

　
６
年
生
に
手
を
引
か
れ
、
緊
張

し
た
表
情
で
12
人
の
新
入
生
が
式

場
に
入
場
し
ま
し
た
。
校
長
先
生

が
、
「
月
ヶ
瀬
小
学
校
最
後
の
年

度
を
み
ん
な
で
仲
良
く
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」
と

歓
迎
の
言
葉
の
後
、
新
入
生
は
担

問合せ／学校教育課☎（83）5470

 

雑
誌
な
ど
で
開
運
を
売
り
に
し
た

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
の
広
告
を
し
ば

し
ば
目
に
す
る
と
思
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
商
品
の
中
に
は
、注
文
後
商

品
が
到
着
す
る
と
、「
利
用
方
法
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら
の
電
話
番
号
ま

で
」な
ど
と
書
か
れ
た
用
紙
が
同
封

さ
れ
、電
話
を
す
る
と「
悪
霊
に
取

り
つ
か
れ
て
い
る
」な
ど
と
不
安
を

あ
お
り
、さ
ら
に
祈
祷
を
す
る
よ
う

に
勧
め
、高
額
の
費
用
を
だ
ま
し
取

る
悪
質
な
手
口
も
あ
り
ま
す
。こ
う

し
た
手
口
の
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、

法
的
に
は
特
定
商
取
引
法
に
基
づ

く
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
や
取
消
、そ
も

そ
も
社
会
的
に
許
さ
れ
る
取
引
で
は

な
い
と
し
て
、契
約
は
無
効
で
あ
る
と

主
張
し
、被
害
回
復
を
図
る
方
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
被

害
に
遭
っ
た
場
合
は
、い
ち
早
く
市
役

所
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　 

司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

 

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／

　
　
　
　
市
民
課
☎（
72
）9
8
5
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

短
歌
・
天
城

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ
歌
　
壇

開運グッズ商法

●
あ
な
た
の
街
を
走
る

　青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

　
街
の
中
で
、車
に
青
色
の
回
転
灯

を
付
け
た
車
が
走
っ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。通
常
回

転
灯
の
装
着
は
、警
察
署
や
消
防

署
な
ど
の
緊
急
車
両
や
道
路
維
持

作
業
車
以
外
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、平
成
16
年
１２
月

か
ら
自
主
防
犯
活
動
の
一
環
と
し

て
地
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う

車
に
青
色
回

転
灯
の
装
着

が
認
め
ら
れ
、

身
近
な
街
の
見

回
り
役
と
し
て

活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

【
県
内
の
登
録
数
】

　
平
成
16
年
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で

は
、２
団
体
、登
録
車
両
２
台
、人

数
は
８８
人
で
し
た
。そ
こ
か
ら
年
々

広
が
り
を
見
せ
、今
年
の
１
月
現

在
、県
内
で
は
１
６
９
団
体
、車
両

２
９
９
７
台
、人
数
は
１
６
６
７
２

人
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
活
動
し
て

い
ま
す
。大
仁
署
管
内
で
は
、６
団

体
、５１
人
の
皆
さ
ん
が
、安
心
で
安

全
な
街
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
油
断
禁
物
！

　
　
　
　車
上
狙
い
に
注
意

　
駐
車
中
の
あ
な
た
の
車
も
狙
わ
れ

て
い
ま
す
。

【
心
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
】

①
幼
稚
園
や
保
育
園
の
送
迎
時
、車
内
に
貴

　
重
品
な
ど
を
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る
。

②
買
い
物
に
行
く
と
き
、車
内
に
上
着
や

　
バ
ッ
ク
を
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る
。

③
車
か
ら
離
れ
る
と
き
、面
倒
だ
か
ら
鍵

　
を
掛
け
な
い
。

　
わ
ず
か
な
時
間
だ
か
ら
鍵
を
掛
け

な
く
て
も
大
丈
夫
、車
に『
ド
ア
ロ
ッ

ク
』し
た
か
ら
荷
物
は
盗
ま
れ
な
い
、

と
油
断
し
て
い
る
と
、現
金
は
も
ち
ろ

ん
、大
切
な
家
族
の
情
報
な
ど
も
盗

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
防
犯
対
策
】

①
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は『
ド
ア
ロ
ッ
ク
』。

②
車
内
に
貴
重
品
や
バ
ッ
ク
を
放
置
し
な
い
。

③
警
報
ブ
ザ
ー
を
活
用
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、「
車
内
が
暑
く

な
る
か
ら
」

「
手
が
入
ら

な
い
程
度
だ

か
ら
」
と
窓

を
少
し
で
も

開
け
て
駐
車

し
て
い
る
と
、

ド
ロ
ボ
ー
か

ら
は
格
好
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

天
城
３
小
学
校
で
41
人
の
新
入
生

を
迎
え
、最
後
の
入
学
式

天
城
３
小
学
校
で
41
人
の
新
入
生

を
迎
え
、最
後
の
入
学
式

天
城
３
小
学
校
で
41
人
の
新
入
生

を
迎
え
、最
後
の
入
学
式

年
々
に
花
見
る
う
れ
し
裏
山
の
山
桜
の
大
樹
花
豊
か
に
て

　
　

                                                              

下
山

　き
み   

（
大
平
柿
木
）

ま
な
か
い
の
天
城
嶺
に
湧
く
白
き
雲
の
台
風
去
り
て
ひ
と
き
わ
す
が
し

　
　

                                                              

鈴
木

　て
つ
子
（
大
平
柿
木
）

生
れ
し
日
に
生
ま
れ
し
家
で
祝
ひ
た
る
叔
母
百
歳
の
面
や
は
ら
か
し

　
　
　

                                                              

山
下

　澄
子   

（
佐
野
）

孫
歌
ふ
小
学
唱
歌
の
「
里
の
秋
」
目
を
と
じ
聞
き
ぬ
日
曜
の
午
後

　
　
　
　

                                                              

山
田

　は
ま
え
（
小
立
野
）

任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
て
、

元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
12
人
の
新
入
生
は
緊
張
す
る

中
、
最
後
ま
で
立
派
な
態
度
で
入

学
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

■
湯
ヶ
島
小
学
校

　
13
人
の
新
入
生
を
迎
え
て
湯
ヶ

島
小
学
校
、
最
後
の
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
て
、

元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
12
人
の
新
入
生
は
緊
張
す
る

中
、
最
後
ま
で
立
派
な
態
度
で
入

学
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

■
湯
ヶ
島
小
学
校

　
13
人
の
新
入
生
を
迎
え
て
湯
ヶ

島
小
学
校
、
最
後
の
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

▲緊張感が伝わる入学式

▲新入生に黄色い帽子と傘を贈呈▲担任の先生と第一歩

▲ピシッと胸を張る新入生▲「はい！」大きな声で返事ができたよ

▲新入生に教科書を授与▲湯ヶ島小学校の満開の桜

あ

天城地区
小学校
天城地区
小学校

き  

と
う
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食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

 1人分
栄養価

作り方材料《 ４人分 》

みんな のひろばみんな のひろばみんな のひろば

＊ 健康増進踝 ＊

3 歳児健診で
虫歯がゼロだった

お子さんを
紹介します。

3 歳児健診で
虫歯がゼロだった

お子さんを
紹介します。

保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園の目標 みんななかよし　元気な子
◆重点目標 ○思いやりのある子ども
 ○自己表現のできる子ども
 ○たくましい子ども

チーズが味わいを濃厚にし、
食べごたえも十分

天城ドリームジュニア
　今年できたばかりの新チームです。3月に行われた全
日本学童選手権田方地区予選会では、準優勝をするこ
とができました。
　みんなとても仲が良くチームワーク
は抜群、最高のチームです。プレー以
外にも、野球を通じて道具を大切にす
る心、あいさつの大切さ、感謝する気持
ちなど多くのことを教わっています。
　

サ
ケ
と
シ
メ
ジ
の

　
　ホ
イ
ル
焼
き

▲「今度は優勝するぞ！」意気込むメンバー

●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

～熱ツ！食農教育活動～

　ＪＡ伊豆の国は、『食農教育活動』を強化・拡充するため、『ＪＡ伊豆の国
食農教育プラン』を策定し、ＪＡ全体で『食農教育』に取り組んでいます。
　今後も伊豆市の基幹作物であるワサビ、シイタケ、米などを中心にさ
らなる『食農教育活動』の充実を図り、生産者と地域住民の皆さんとの
結びつきを強化し、地域の食文化に対する理解を深めていきます。

伊豆市食育推進会議委員　日吉 新（ＪＡ伊豆の国営農センター）

①サケにＡで下味をつけ
る。
②玉ネギをスライスする。
③シメジは、食べやすく小
分けにする。
④アルミホイルを1人分20
ｃｍ程度に切って広げ、サ
ケ、チーズ、玉ネギ、シメ
ジ、ニンジンの順に乗せ、
全体に調味液をかける。
⑤アルミホイルの手前と奥
側を合わせて3～４回折
りたたむ。両脇も重ねて
しっかり折りたたむ。
⑥魚焼き用グリルかオーブ
ントースターに入れ、15
分ほど加熱する。

◆生サケ…４切れ
◆玉ネギ…1/2個
◆シメジ…80ｇ
◆ニンジン…40g
◆溶けるスライスチーズ
　　　　　　　　 …4枚　
◆A ◇酒…大さじ1
 ◇塩…小さじ2/3
 ◇こしょう…少々
◆調味液
　　◇だし汁…大さじ4
 ◇しょうゆ…大さじ1
 ◇みりん…大さじ1

　
湯
ヶ
島
幼
稚
園
は
３
歳
児
７
人
、４
歳
児
９
人
、合
計

１６
人
の
小
規
模
園
で
す
。

　
教
育
課
題
と
し
て
、遊
び
へ
の
意
欲
が
持
て
る
、感
じ

た
こ
と
、考
え
た
こ
と
を
素
直
に
表
現
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
し
、家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、開
か

れ
た
園
づ
く
り
、温
か
い
園
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
幼
稚
園
は
、近
所
に
湯
ヶ

島
小
学
校
、神
社
、公
園
が
あ
り
、田
畑
や
川
な
ど
自
然

が
あ
ふ
れ
る
と
て
も
良
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、園
周

辺
の
散
歩
に
出
掛
け

る
機
会
を
多
く
設
け

て
い
く
予
定
で
す
。そ

の
中
で
、
身
近
な
自

然
や
歴
史
あ
る
文
化

に
触
れ
、
新
た
な
発

見
や
良
さ
を
感
じ
て

も
ら
い
、他
園
や
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
多
く

の
人
と
触
れ
合
う
楽

し
さ
を
経
験
し
て
、思

い
や
り
の
あ
る
子
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、異
年
齢
児
と
の
関
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
、楽
し
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
園
作
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲散歩中によもぎを発見！ ▲新聞紙をビリビリにやぶいて遊ぶ園児たち

　キャプテン　
　杉山　駿斗
 （湯ヶ島小6年）

湯ヶ島幼稚園湯ヶ島幼稚園

サ
ケ
と
シ
メ
ジ
の

　
　ホ
イ
ル
焼
き

◇エネルギー…229kcal　◇カルシウム…129mg
◇たんぱく質…19.5g　◇脂質…13.9g　◇食塩相当量…1.9ｇ

宮崎　わく
ちゃん

（修善寺）

伊東　唯愛ちゃん（八幡） 久保田　姫
生ちゃん

（日向）

沖出　亜子ちゃん（中浜）

平野　夢那
ちゃん

井口　陸ちゃ
ん 高橋　空大ちゃん 小池　陽南乃ちゃん

小川　賢人ちゃん（上白岩）
水野　惇太ち

ゃん

（修善寺）
勝呂　宣哉ちゃん

（大平柿木）

山口　颯斗ちゃん（牧之郷）

（小池） （本立野）
（上船原） （下船原）

宮崎　わく
ちゃん

（修善寺）

伊東　唯愛ちゃん（八幡） 久保田　姫
生ちゃん

（日向）

沖出　亜子ちゃん（中浜）

平野　夢那
ちゃん

井口　陸ちゃ
ん 高橋　空大ちゃん 小池　陽南乃ちゃん

小川　賢人ちゃん（上白岩）
水野　惇太ち

ゃん

（修善寺）
勝呂　宣哉ちゃん

（大平柿木）

山口　颯斗ちゃん（牧之郷）

（小池） （本立野）
（上船原） （下船原）

13 12



 　

　

今
年
度
か
ら
出
産
予
定
日
を
過
ぎ
て
妊

婦
健
診
を
受
け
た
人
に
も
費
用
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

対
象
／

出
産
予
定
日
が
４
月
１
日
（
日
）
以
降
で
、

予
定
日
を
過
ぎ
て
受
診
票
を
使
わ
ず
に
妊

婦
健
診
を
受
け
た
人

助
成
額
／
実
際
に
受
け
た
妊
婦
健
診
費
用

の
額
の
範
囲
内
（
上
限
４
千
円
）

助
成
回
数
／
１
回

持
ち
物
／
出
産
予
定
日
を
過
ぎ
て
受
け
た

妊
婦
健
診
の
領
収
書
、
母
子
手
帳
、
印
鑑

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
ご
み
の
減
量
化

を
行
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
）

対
象
／
○
材
質
が
、
耐
水
性
お
よ
び
耐
久

　

性
を
備
え
た
も
の

○
臭
気
の
発
散
お
よ
び
雨
水
の
流
入
な
ど

　

を
防
止
す
る
た
め
の
ふ
た
を
備
え
た
も
の

補
助
金
額
／
１
容
器
に
つ
き
購
入
額
の
２

分
の
１
を
補
助
（
上
限
４
千
円
）

※
１
世
帯
に
２
容
器
ま
で

申
請
方
法
／
次
の
も
の
を
持
参
し
、
環
境

衛
生
課
で
補
助
金
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
領
収
書
②
印
鑑
（
認

印
可
）
③
本
人
振
込

口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
④
カ
タ
ロ
グ
な

ど
型
式
性
能
の
分
か

る
も
の

■
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

対
象
／
○
電
気
式
で
あ
る
こ
と

○
生
ご
み
を
発
酵
、
乾
燥
な
ど
の
方
法
に

　

よ
り
分
解
す
る
方
式
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額
／
購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助

（
上
限
３
万
円
） 

※
１
世
帯
に
１
台
ま
で

申
請
方
法
／
必
ず
購
入
前
に
次
の
も
の
を

持
参
し
、
環
境
衛
生
課
で
補
助
金
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
見
積
書
②
カ
タ

ロ
グ
な
ど
型
式
性

能
の
分
か
る
も
の

③
印
鑑
（
認
印
可
）

④
本
人
振
込
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
） 

９
８
５
７

　

保
健
所
や
市
に
は
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
関
す
る
多
く
の
相
談
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
不
幸
に
も
捨

て
ら
れ
た
り
、
家
出
や
迷
子
な
ど
の
猫
が

繁
殖
し
て
増
え
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
以
上
不
幸
な
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
、
ま
た
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
考
え
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
去
勢
・

避
妊
手
術
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
／

○
市
民
で
、
市
内
に
生
息
し
、
飼
い
主
の

　

い
な
い
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
を
受
け

　

さ
せ
た
人

○
手
術
後
に
そ
の
猫
の
面
倒
（
フ
ン
の
片

　

付
け
な
ど
）
を
見
ら
れ
る
人

※
手
術
後
の
耳
カ
ッ
ト
は
必
須
で
す
。

補
助
金
額
／
手
術
に
要
し
た
経
費
の
額（
上
限

５
千
円
／
匹
）※
年
度
中
に
一
世
帯
２
匹
ま
で

申
請
方
法
／
手
術
を
受
け
さ
せ
る
前
に
次

の
書
類
を
準
備
し
、
環
境
衛
生
課
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
申
請
者
の
住
所
が
確
認
が
で
き
る
も
の

　

の
写
し
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
申
請
者
本
人
の
口
座
が
分
か
る
も
の　

　
（
通
帳
の
写
し
な
ど
）

※
手
術
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
予
定
件
数
／
30
件
（
予
算
の
範
囲
内
）

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
） 

９
８
５
７

　

土
肥
港
と
清
水
港
を
結
ぶ
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
、
観
光
交
流
を
促
進
す
る

た
め
、
乗
船
料
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
駿
河
湾
か
ら
の
西
伊
豆
、

富
士
山
、
南
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
を
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

割
引
／
大
人
２
２
０
０
円
→
１
５
０
０
円

小
人
１
１
０
０
円
→
５
０
０
円

車
両
２
５
０
０
円
引
き

（
例
）
３
ｍ
未
満
５
千
円
→
２
５
０
０
円

申
請
方
法
／
土
肥
港
ま
た
は
清
水
港
の
券

売
所
で
、
市
民
と
証
明
で
き
る
免
許
証
な

ど
を
提
示
し
、
乗
船
申
請
用
紙
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
リ
ー

☎
０
５
４
（
３
５
３
）
２
２
２
１

　

市
内
に
定
住
す
る
若
者
に
対
し
、
平
成

24
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
ま
た
は

購
入
（
建
売
ま
た
は
中
古
住
宅
の
購
入
を

い
う
）
し
、
登
記
し
た
住
宅
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
／
１
０
０
万
円

補
助
対
象
／

○
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
満
40
歳
以
下
の
若

　

者
世
帯
で
あ
る
こ
と

○
補
助
金
交
付
後
、
10
年
以
上
継
続
し
て

　

補
助
の
対
象
住
宅
に
居
住
し
、
市
内
に

　

住
所
を
有
す
る
こ
と

○
取
得
住
宅
に
夫
婦
で
住
ん
で
い
る
こ
と

○
新
た
に
土
地
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る

　

こ
と

○
居
住
す
る
世
帯
員
が
市
町
村
税
、
上
下

　

水
道
使
用
料
、
保
育
料
、
授
業
料
な
ど

　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
居
住
目
的
に
玄
関
、
居
室
、
便
所
、
台

　

所
ま
た
は
風
呂
を
備
え
、
延
べ
床
面
積

　

が
１
０
０
㎡
以
上
の
も
の

○
相
続
、
贈
与
な
ど
の
取
得
対
価
を
伴
わ

　

な
い
場
合
は
対
象
外
と
す
る　

な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

　

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
で
、
新
た
に

居
住
す
る
専
用
住
宅
を
市
内
に
新
築
ま
た

は
購
入
し
た
人
の
う
ち
、
金
融
機
関
か
ら

建
設
資
金
を
借
り
た
人
に
次
の
条
件
に
よ

り
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／

○
申
請
時
に
伊
豆
市
に
住
民
登
録
を
し
て

　

い
る
こ
と

○
自
己
専
用
住
宅
を
新
築
（
既
存
住
宅
の
建

　

て
替
え
不
可
）
ま
た
は
購
入
し
た
こ
と

○
償
還
開
始
が
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成

　

24
年
３
月
の
間
で
あ
る
こ
と

○
借
入
金
５
０
０
万
円
以
上
で
償
還
期
間

　

５
年
以
上

○
所
得
７
０
０
万
円
以
下（
同
居
家
族
含
む
）

○
建
物
の
延
べ
床
面
積
１
３
５
㎡
以
下

　
（
60
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

　

ま
た
は
６
人
以
上
の
家
族
が
同
居
す
る

　

場
合
は
２
４
０
㎡
以
下
）

○
当
制
度
以
外
に
住
宅
建
設
資
金
の
利
子

　

補
給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
市
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

利
子
補
給
額
／
月
額
３
２
０
０
円

利
子
補
給
期
間
／
償
還
開
始
か
ら
３
年
間

※
伊
豆
市
に
住
民
登
録
す
る
前
の
償
還
分

　

に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
。

受
付
期
間
／

５
月
７
日
（
月
）
～
６
月
８
日
（
金
）

提
出
書
類
／

○
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金
交

　

付
申
請
書

○
住
宅
建
設
資
金
償
還
実
績
証
明
書

　
（
金
融
機
関
の
証
明
）

○
平
成
23
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し

　
（
収
入
の
あ
る
世
帯
全
員
）

○
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

　

票
の
写
し
（
年
金
受
給
者
）

○
平
成
23
年
分
確
定
申
告
書
の
写
し

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
産
業

　

振
興
課
、
各
支
所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

※
２
年
目
以
降
の
申
請
者
に
は
４
月
下
旬

　

に
関
係
書
類
を
送
付
済
で
す
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

　

市
で
は
、
環
境
へ
の
負
担
の
小
さ
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
機
器
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

（
太
陽
光
を
利
用
し
て
発
電
す
る
装
置
で
、

そ
れ
に
よ
り
発
生
し
た
電
気
を
電
力
会
社

へ
供
給
で
き
る
も
の
）

補
助
金
額
／
１
kW
あ
た
り
３
万
円
（
上
限

10
万
円
）

対
象
／
設
置
完
了
時
に
伊
豆
市
民
で
あ
る

こ
と
お
よ
び
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

そ
の
他
／
設
置
工
事
着
工
前
に
環
境
衛
生

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
環
境

　

衛
生
課
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

補
助
予
定
件
数
／
60
件
（
予
算
の
範
囲
内
）

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

・・・市の補助金制度をご紹介・・・

　

お
得
に
活
用
し
よ
う
！
市
の
補
助
金
制
度

　
　
　

市
で
は
、
暮
ら
し
や
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
制
度
を
用
意
し
、

　
　
　

皆
さ
ん
の
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

　

 

若
者
定
住
促
進
住
宅
補
助
金

　

 

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金

　

 

利
子
補
給
制
度 

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

　

出
産
予
定
日
を
過
ぎ
た
人
に

　

妊
婦
健
診
費
用
を
助
成

　

生
ご
み
処
理
容
器
・
電
気
式

　

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
金

　

 

猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
補
助
金

　
 

エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム

　

 
フ
ェ
リ
ー
乗
船
補
助
金

15 14
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お知らせ
　
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

　 
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が
半
額
で
で
き
ま
す

伊
豆
市
生
活
便
利
帳
を

お
届
け
し
ま
す

　

市
の
業
務
や
各
種
手
続
き
、
地
域
の
情
報

な
ど
を
掲
載
し
た
『
伊
豆
市
生
活
便
利
帳
』

が
完
成
し
ま
し
た
。

 

5
月
中
旬
か
ら
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
、

各
家
庭
に
順
次
配
布
し
ま
す
の
で
、
日
々
の

暮
ら
し
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

思
春
期
の
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
た
無
料
講
演
会

と
き
／
6
月
2
日
（
土
）
13
時
受
付

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館
視
聴
覚
室

講
師
／
伊
東
市
民
病
院　

荒
堀 

先
生

内
容
／
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
、
思
春

期
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

対
象
／
中
学
生･

高
校
生
女
子
と
そ
の
保

護
者
、
思
春
期
の
健
康
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
関
心
の
あ
る
人

申
込
み
／
5
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
、
健
康

増
進
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日

参
加
も
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
可
能
で
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

は
か
り
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

　

は
か
り
の
定
期
検
査
受
検
者
に
は
、
検
査

日
の
約
1
週
間
前
に
（
社
）
静
岡
県
計
量
協

会
よ
り
『
計
量
器
定
期
検
査
通
知
書
』（
は

が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
計
量
器

を
持
参
す
れ
ば
受
検
可
能
で
す
。
ま
た
、
検

査
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

検
査
日
程
／

①
5
月
28
日
（
月
）
13
時
～
15
時

　

丸
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

②
5
月
29
日
（
火
）
9
時
30
分
～
16
時

　

土
肥
支
所
駐
車
場

③
5
月
30
日
（
水
）
9
時
30
分
～
16
時

　

中
伊
豆
交
流
セ
ン
タ
ー

④
5
月
31
日
（
木
）
9
時
30
分
～
16
時

　

天
城
湯
ケ
島
支
所

⑤
6
月
1
日
（
金
）
9
時
30
分
～
12
時

⑥
6
月
4
日
（
月
）
13
時
～
16
時

⑦
6
月
5
日
（
火
）
9
時
30
分
～
12
時

※
⑤
、
⑥
、
⑦
の
会
場
は
、
修
善
寺
総
合
会

　

館
駐
車
場
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
は
か
り
／

○
商
店
や
工
場
な
ど
で
取
引
に
使
う
は
か
り

○
薬
局
な
ど
で
薬
剤
調
合
用
に
使
う
は
か
り

○
荷
物
運
送
業
な
ど
で
荷
物
の
料
金
を
決
め

　

る
た
め
に
使
う
は
か
り

○
茶
や
干
し
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を
販
売
す
る
た

　

め
に
使
う
は
か
り

○
学
校
、
病
院
な
ど
で
健
康
診
断
書
の
作
成

　

の
た
め
に
使
う
は
か
り

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

個
人
市
町
民
税
・
県
民
税
（
住

民
税
）
特
別
徴
収
事
務
説
明
会

　

静
岡
県
沼
津
財
務
事
務
所
管
内
の
10
市
町

で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
、
新
た
に
住
民
税

の
特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る
事
業
所
・
個
人

事
業
主
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

５
月
中
旬
に
送
付
す
る
通
知
書
に
て
、
特

別
徴
収
義
務
者
に
指
定
さ
れ
た
人
は
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
程
／
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
6
月
1
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時　

　

沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

　
（
沼
津
市
御
幸
町
15
― 

１
）

○
6
月
4
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15
時

　

三
島
市
立
北
上
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

　
（
三
島
市
萩 

３
１
２
）

○
6
月
5
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

　

御
殿
場
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

　
（
御
殿
場
市
萩
原
１
８
３
― 

1
）

○
6
月
6
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

伊
豆
の
国
市
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
多
目
的
ホ

　

ー
ル
（
伊
豆
の
国
市
古
奈
２
５
５
）

持
ち
物
／
特
別
徴
収
に
関
す
る
つ
づ
り

※
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
に
同
封
し
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
１

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と
き
・
と
こ
ろ
／
5
月
29
日
（
火
）
9
時
30

分
～
11
時
30
分　

中
伊
豆
支
所

献
血
の
種
類
／
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml

そ
の
他
／
献
血
手
帳
、
献
血
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

無
料
巡
回
交
通
事
故
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
6
月
6
日
（
水
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
本
庁
2
階
小
会
議
室

内
容
／
損
害
賠
償
、
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
、
調
停
、
訴
訟
な
ど
の
相
談

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図
な
ど

注
意
事
項
／
予
約
制
で
す
。
6
月
4
日（
月
）

ま
で
に
地
域
づ
く
り
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

大
見
川
に
架
か
る
橋
の

名
称
が
決
定

　

3
月
号
で
募
集
し
た
大
見
川
に
架
か
る
新

橋
名
は
、『
清き

よ

み
代
見
橋
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
応
募
い
た
だ
い
た
『
清
見
橋
』

と
い
う
名
称
を
基
に
、
美
し
い
天
城
連
山
か

ら
流
れ
出
る
清
流
を
代
々
見
る
こ
と
が
で
き

る
橋
に
な
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
、『
清
代
見
』

の
文
字
を
使
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
清
見
橋
』
の
名
称
を
応
募
し
た
皆
さ
ん
／

五
十
嵐 

か
つ
江
さ
ん
（
修
善
寺
）、
小
川 

あ

ゆ
み
さ
ん
（
加
殿
）、
三
須 

誠
さ
ん
（
北
又
）

問
合
せ
／
建
設
課
☎
（
83
）
５
２
０
０

お
知
ら
せ

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
と
は
？

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
う
ち
、
最
も
多
い
原
因

の
細
菌
が
『
肺
炎
球
菌
』
で
す
。
肺
炎
球
菌

に
は
80
種
類
以
上
の
型
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
そ
の
う
ち
の
23

種
類
に
対
し
て
免
疫
が
で
き
ま
す
。
す
べ
て
の

肺
炎
に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
／
接
種
日
に
伊
豆
市
に
住
民
票
の
あ
る

満
75
歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
初
め
て
接
種
を
受
け
る
人

○
2
回
目
の
接
種
で
、
1
回
目
の
接
種
か
ら

　

5
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人

助
成
の
回
数
／
1
回

自
己
負
担
金
／
４
２
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
、
申
請
に
よ
り
自
己

　

負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

接
種
期
間
／
年
間
を
通
じ
て
接
種
で
き
ま
す
。

制
度
を
利
用
す
る
に
は
？　
　

　

事
前
に
ご
本
人
の
申
請
が
必
要
で
す
。

①
申
請
書
への
記
入　
　

※
１
回
目
の
接
種
が
過
去
に
済
ん
で
い
る
人

　

は
、
そ
の
接
種
年
月
日
を
メ
モ
な
ど
に
控

　

え
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状

　

が
必
要
で
す
。
様
式
は
健
康
増
進
課
に
あ

　

り
ま
す
。

②
申
請
後
に
接
種
券
、
説
明
文
、
予
診
票

　

な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

③
接
種
券
、
予
診
票
な
ど
を
持
っ
て
、
委
託

　

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
持
ち
物
／
印
鑑

申
請
場
所
／
健
康
増
進
課
、
各
支
所

注
意
事
項
／　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
事
前
に
医
療
機
関
へ
電
話
で
確
認
し
て
か

　

ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

○
か
か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
、
体
調
の

　

良
い
と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
予
診
票
と一
緒
に
お
渡
し
す
る
説
明
文
を
、

　

接
種
す
る
前
に
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

接
種
が
で
き
る

医
療
機
関
は
？

　

市
内
で
は
、
下
記
の

医
療
機
関
で
接
種
が

で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
伊
豆
の
国

市
、
函
南
町
の
委
託
医

療
機
関
で
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
接
種
が
で
き

ま
す
。
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課

☎
（
72
）
９
８
６
１

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
に
わ
た

る
心
身
の
健
康
増
進
と
豊
か
な
人
間
形
成
の

基
本
と
し
て
『
食
』
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、

『
伊
豆
市
食
育
推
進
会
議
条
例
』
を
定
め
、

食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
食
育
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
、
ご
意
見
を
お
持
ち
の

人
は
奮
って
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

任
期
／
２
年

募
集
人
員
／
２
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

活
動
内
容
／
市
の
食
育
推
進
に
関
す
る
事
項

の
審
議
、
伊
豆
市
食
育
推
進
計
画
『
伊
豆
し

ょ
く
育
元
気
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
く
事
業
の
推
進

応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
満
た
す
人

① 

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
食
育
に
関
心
の

　

あ
る
人

② 

昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

　
（
年
間
2
回
の
推
進
会
議
と
3
回
の
専
門

　

員
会
議
を
予
定
）

③
食
育
関
係
の
イ
ベン
ト
に
協
力
で
き
る
人

　
（
年
間
３
回
程
度
）

応
募
方
法
／
５
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
応
募

理
由
を
記
入
し
、
健
康
増
進
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
不
問
）。

『
伊
豆
市
食
育
推
進
会
議
委
員
申
込
書
』
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

そ
の
他
／
詳
細
は
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ
／
〒
４
１
０
―
２
４
１
３

伊
豆
市
小
立
野
38
―
２

伊
豆
市
役
所
健
康
増
進
課

☎
（
72
）
９
８
６
１

市内委託医療機関一覧

　医　　療　　機　　関　　名
青山内科クリニック
伊豆赤十字病院
小山田医院
加藤内科
紀平クリニック
伊豆慶友病院
今野医院
佐藤医院
リハビリテーション中伊豆温泉病院
修善寺クリニック
大和堂医院
中伊豆リハビリテーションセンター
中島病院
中村医院
西伊豆病院附属土肥クリニック

　電 話 番 号
☎（74）2111
☎（72）2148
☎（72）3125
☎（98）0012
☎（72）5521
☎（85）1701
☎（75）7050
☎（99）0005
☎（83）3333
☎（72）7272
☎（72）0015
☎（83）2111
☎（87）0333
☎（83）0396
☎（99）1234

　
　『
伊
豆
市
食
育
推
進
会
議
』　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
の
委
員
を
募
集【建設中の清代見橋】
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伊
豆
市
職
員
募
集

【
平
成
25
年
度
採
用
伊
豆
市
職
員
】

職
種
／
一
般
事
務
職

採
用
予
定
人
数
／
7
人
（
大
卒
・
短
大
卒

4
人
、
高
卒
1
人
、
障
害
者
2
人
）

受
付
期
間
／
大
卒・短
大
卒
5
月
21
日
（
月
）

～
6
月
11
日
（
月
）、
高
卒
7
月
17
日
（
火
）

～
8
月
6
日
（
月
）

1
次
試
験
／
大
卒
・
短
大
卒
7
月
22
日

（
日
）、
高
卒
9
月
16
日
（
日
）

※
申
込
書
な
ど
は
、
5
月
中
旬
か
ら
本
庁
お

　

よ
び
各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。
詳
細
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
任
期
付
職
員
】

職
種
／
農
林
水
産
課
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
職
員

任
期
／
平
成
24
年
7
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月

31
日
（
最
長
で
1
年
間
延
長
と
な
る
場
合
あ
り
）

職
務
内
容
／
捕
獲
物
の
受
け
入
れ
か
ら
加

工
・
販
売
に
至
る
業
務
お
よ
び
衛
生
管
理
、

作
業
員
の
人
事
管
理
、
販
売
促
進
な
ど

採
用
予
定
人
数
／
1
人

資
格
・
経
験
／

〇
昭
和
29
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

〇
食
品
関
連
分
野
の
企
業
な
ど
で
業
務
管
理

　

経
験
を
有
す
る
人

選
考
方
法
／
1
次
選
考
…
書
類
選
考
、
2

次
選
考
…
個
人
面
接
（
1
次
合
格
者
）

申
込
書
な
ど
の
配
布
／
5
月
1
日
（
火
）
か

ら
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
／

○
修
善
寺
地
区
…
立
野
団
地
（
３
戸
）、

　

椿
団
地
（
２
戸
）

○
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地
（
２
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
新
青
羽
根
団
地
（
１

　

戸
）、
市
山
楮
人
団
地
（
１
戸
）、

　

宮
の
前
団
地
（
２
戸
）

※
新
青
羽
根
団
地
は
、
高
校
生
以
下
の
お
子

　

さ
ん
を
持
つ
世
帯
が
申
し
込
み
可
能
で
す
。

※
宮
の
前
団
地
は
、
単
身
世
帯
で
の
申
し
込

　

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地
（
１
戸
）

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り
計

算
し
決
定

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
60
歳
以

　

上
な
ど
、
単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
（
持
家
あ
り
・

　

滞
納
が
な
い
な
ど
の
基
準
あ
り
）
が
２
人

　

設
定
で
き
る
こ
と

入
居
予
定
／
７
月
上
旬

募
集
期
間
／

５
月
１
日
（
火
）
～
５
月
25
日
（
金
）

抽
選
会
・
入
居
説
明
会
日
時
／

対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
書
類
／

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の
所
得
課

　

税
証
明
書
（
平
成
22
年
分
）

④
納
税
証
明
書
（
平
成
23
年
度
）

申
込
書
提
出
先
／
土
地
対
策
課
、
土
肥
支
所

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

栄
養
学
級
生
徒
募
集

　

市
民
を
対
象
に
、
栄
養
の
基
礎
知
識
か

ら
生
活
習
慣
病
予
防
ま
で
、
食
生
活
の
基

本
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

内
容
／
栄
養
の
基
礎
、
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
の
講
義
と
調
理
実
習

年
会
費
／
千
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

募
集
受
付
開
始
／
５
月
21
日
（
月
）
～

【
修
善
寺
地
区
】

と
き
／
６
月
～
平
成
25
年
２
月
（
全
８
回
）

１
回
目
…
６
月
28
日
（
木
）
９
時
30
分
～

※
２
回
目
以
降
も
原
則
、第
４
木
曜
日
で
す
。

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ 

栄
養
実
習
室

定
員
／
先
着
24
人

【
土
肥
地
区
】

と
き
／
６
月
～
平
成
25
年
２
月
（
全
８
回
）

１
回
目
…
６
月
21
日
（
木
）
10
時
～

※
２
回
目
以
降
も
第
３
木
曜
日
で
す
。

と
こ
ろ
／
土
肥
支
所 

実
習
室
・
和
室

定
員
／
先
着
16
人

申
込
み
・
問
合
せ
／

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

展
示
作
品
／

『
枇
杷
叭
叭
鳥
』
今
村
紫
紅
、
六
曲
一
双

　
（
大
正
元
年
ご
ろ
）

『
叭
叭
鳥
』
横
山
大
観
（
大
正
６
年
）

『
長
江
の
朝
』
横
山
大
観
（
大
正
元
年
ご
ろ
）

『
不
盡
山
』
安
田
靫
彦
（
大
正
8
年
）

『
富
士
』
安
田
靫
彦
（
大
正
5
年
ご
ろ
）

　
『
枇
杷
叭
叭
鳥
』
は
、
安
田
靫
彦
と
と
も
に

紅
児
会
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
今
村

紫
紅
が
32
歳
の
こ
ろ
に
描
い
た
作
品
で
す
。
六

曲
一
双
の
大
画
面
に

樹
木
と
鳥
以
外
は
背
景

に
何
も
描
か
な
い
画
面
構
成
、

輪
郭
線
を
用
い
な
い
樹
木
の
肌

の
描
き
方
な
ど
、
菱
田
春
草
の

作
品
か
ら
多
く
を
学
び
と
っ
た

あ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
画
面
は
お
お
ら
か

な
力
強
さ
に
満
ち
て
お
り
、
枇

杷
の
樹
木
や
叭
々
鳥
の
表
現
に

は
紫
紅
な
ら
で
は
の
斬
新
な
造

形
感
覚
が
み
て
と
れ
、
紫
紅
独

自
の
世
界
が
見
事
に
表
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
横

山
大
観
が
竹
と
叭
々
鳥
を
組
み

合
わ
せ
て
描
い
た
墨
絵
の
叭
々
鳥
も
併
せ
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

展
示
期
間
／
５
月
11
日
（
金
）
〜
６
月
５
日

（
火
）
９
時
〜
16
時
（
木
曜
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
１
５
０
円

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

５
月
の
近
代
日
本
画

募

　
　集

初
夏
の
花
か
ざ
り
教
室

参
加
者
募
集

　

初
夏
か
ら
初
冬
ま
で
お
花
が
楽
し
め
る

寄
せ
植
え
を
作
る
教
室
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
５
月
28
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
／
市
民
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
ウ
ン
ジ

講
師
／
高
橋 

さ
ゆ
り 

さ
ん
（
コ
ン
テ
ナ
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

参
加
費
・
定
員
／
３
千
円　

先
着
20
人

申
込
み
・
問
合
せ
／

農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

菊
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

　

ボ
サ
菊
の
ポ
ッ
ト
上
げ
か
ら
、
整
枝
、

鉢
上
げ
を
全
３
回
の
教
室
で
学
び
ま
す
。

　

一
人
あ
た
り
30
～
50
鉢
を
作
り
ま
す
。

地
域
緑
化
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
程
／
①
５
月
21
日
（
月
）
ポ
ッ
ト
あ
げ

②
６
月
25
日
（
月
）
整
枝
（
1
回
目
）

③
７
月
23
日
（
月
）
整
枝
（
２
回
目
）

※
時
間
は
全
日
程
と
も
に
19
時
～
21
時

と
こ
ろ
／
天
城
湯
ケ
島
支
所 

多
目
的
利
用
室

講
師
／
堀
江
正
二
さ
ん
（
堀
江
園
芸
）

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

参
加
費
・
定
員
／
無
料　

先
着
20
人

申
込
み
・
問
合
せ
／

農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

寿
大
学
受
講
生
募
集

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
や
仲
間

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
郷
土
の
歴
史
、
健
康
、

趣
味
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

期
間
／
6
月
～
平
成
25
年
2
月 

全
10
回
程
度

開
講
式
／
6
月
7
日
（
木
）
に
、
生
き
い

き
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
す
。

対
象
・
定
員
／
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
・

30
人
（
会
場
ま
で
ご
自
分
で
来
ら
れ
る
人
）

内
容
／
料
理
教
室
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
な
ど

参
加
費
／
原
則
無
料
（
内
容
に
よ
り
教
材

費
な
ど
を
徴
収
す
る
場
合
あ
り
）

電
話
受
付
開
始
／
5
月
8
日
（
火
）

（
平
日
9
時
～
17
時
15
分
受
付
）

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

新
・
体
力
テ
ス
ト

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
6
種

類
の
運
動
の
結
果
か
ら
体
力
年
齢
が
ど
の

く
ら
い
か
を
測
定
す
る
、
新
・
体
力
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
5
月
19
日
（
土
）
19
時
～

と
こ
ろ
／
修
善
寺
体
育
館

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
で
き

る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
大
会

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
市
民

の
仲
間
作
り
、
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
、
地
区
、
各
種
団
体
な
ど

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
5
月
26
日
（
土
）
18
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
狩
野
川
記
念
公
園
野
球
場

参
加
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・
在

学
の
人

チ
ー
ム
編
成
／
1
チ
ー
ム
4
人
か
ら
6
人

競
技
方
法
／
8
ホ
ー
ル
×
2
の
16
ホ
ー
ル

（
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
は
変
更
あ
り
）

表
彰
／
団
体
戦
の
優
勝
、
準
優
勝
、
第
3

位
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

募
集
チ
ー
ム
数
／
20
チ
ー
ム

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
23
日
（
水
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
を
広
め
る
た
め
に
、
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
だ
円
形
の
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
う
競
技
で
す
。
ご
家
族
や
ご
近
所
、

職
場
の
お
仲
間
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
／
時
間
…
19
時
30
分
～

6
月
6
日
（
水
）
中
伊
豆
社
会
体
育
館

13
日
（
水
）
修
善
寺
体
育
館

20
日
（
水
）
狩
野
ド
ー
ム

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
で
き

る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

 

Q
県
外
の
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
こ
ど
も

医
療
費
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　　　A　　　
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

県
外
の
病
院
を
受
診
し
た
場
合
は
、

保
険
の
自
己
負
担
分
を
い
っ
た
ん
支
払

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
後
日
、
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
ど
も
医

療
費
の
自
己
負
担
分
（
通
院
４
回
ま

で
は
1
回
５
０
０
円
、
入
院
は
１
日

５
０
０
円
）
を
除
い
た
金
額
を
、
診
療

月
の
２
カ
月
後
以
降
に
還
付
し
ま
す
。

　
　

申
請
は
、
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の

領
収
書
、
印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
が
わ

か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
問
合
せ
／
こ
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
（
７２
）
９
８
６
４

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

見ど
　ころ

【枇杷叭叭鳥】
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（昨年4月下旬、戸田峠にて撮影）
　　　 米桜を訪ねて

　４月下旬から達磨山の戸
田峠付近は、新緑と米桜が
見ごろとなります。晴天に
は、富士山も見え、多くの人
が見学に訪れます。
波多野 ゆきゑさん（70代・女性）

皆さんの写真をお待ちしています。投稿方法は市ホームページをご覧ください。

まちかど

プロジェクト
最前線！

伊豆市の人口

※（　）内は前月比

市の主要事業を紹介するコーナーです。

◎今月の表紙
約130点の作品を展示

平成24年
4月1日現在

男 　　16,445人 （－104）
女　　17,969人 （－88）

計　　34,414人 （－192）
世帯数 13,492世帯 （－68）

だよりvol.14

  問合せ　 観光協会天城支部☎（85）1056
インターネットは…　  サイクルメッカ伊豆　　検索

～特産品づくりと地産地消の振興～ 

天城でレンタサイクル開始！！
あの人気メーカーに乗ることができます

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

　問合せ　土肥支所☎（98）1111

　小下田の恋人岬に隣接
した花木園では、土肥地区
特産の『白ビワ』の振興、
宣伝、誘客の推進を目的に
約350本の『白ビワ』を栽
培しています。
《こんなことやってます》
◆白ビワ狩り
　収穫期には、恋人岬や生
産農家などと連携し、白ビワ狩りイベントを実施しています。
◆企業との連携
　県で推進している一社一村運動で、地元の小峰区（美農里会）
と協定している伸東測量設計㈱に、イベントや維持管理作業で協
力いただいています。
◆冷凍商品の開発
　白ビワの実は、傷みやすいため、今年度と来年度で実をまるご
と冷凍した商品の開発を行います。
◆他分野の可能性
　白ビワエキスは、抗炎症作用がほかのビワエキスに比べると３
倍もあります。製薬会社に葉を提供し、葉から抽出したエキスを使
った化粧品やせっけんの商品開発がされています。

　4月14日（土）、天城ミュージア
ムで蛭子能収さんの作品展『えび
すリアリズム』がオープンを迎えま
した。蛭子さんは、「自分の絵を知
り、好きになってくれる人が増える
きっかけになるとうれしい」と話し
ていました。蛭子さんの独創的な
作品をぜひ、ご覧ください。

花木園施設管理事業 

　観光協会天城支部
では、イタリアの人気
メーカー『ビアンキ』
のマウンテンバイク・
クロスバイクのレンタ
ルを開始します。
　４月2日（月）、本格
稼動する前に、モニタ
ーサイクリングを行い
ました。
　『水生地下』をスタ
ートし、旧下田街道、
旧天城トンネルを抜
けて、二階滝までの約
４kmを１時間かけて、
サイクリングを楽しみ
ました。
　旧天城トンネルまでは、なだらかな上り坂ですが、参
加者は、額に汗を光らせながら「普段自転車はまった

く乗らず、今回が初め
てです。天気も良くて
とっても気持ちいいで
すね！」と、話してくれま
した。
　なお、『ビアンキ』の
マウンテンバイク・クロ
スバイクは台数が限ら

れています。事前に確認をお願いします。

　問合せ　政策推進課☎（72）1187

▲果肉が白く、果汁たっぷりでとっても甘い白ビワ

▲本格的なサイクリングができる自転車

▲天城の大自然を満喫しながら、
　サイクリングする参加者

▲旧天城トンネル到着で記念撮影

み の り かい

20



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2012／H24
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

●1.6歳・2歳・2.6歳・
　3歳児健診
（土肥保健センター）
●フッ素塗布
（土肥保健センター）

●市民課窓口延長（本庁）

●ヘルスバレーボール大会
（中伊豆社会体育館）
●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●地区対抗女子バレー大会
（狩野ドーム）

●市民課窓口延長（本庁）
●ヘルスバレーボール大会
（中伊豆社会体育館）

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●健康相談
（天城保健センター）

●健康相談
（生きいきプラザ）

●地区対抗男子バレーボール
　大会（狩野ドームほか）

●市民課窓口延長（本庁）

●ヘルスバレーボール大会
（中伊豆社会体育館）
●健康相談
（土肥保健センター）

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16 

  17 18 19 20   　　  21          22            23  

 24 　　　25　　　 26　　   27　　    28　　　29　　　30

月6

●修善寺地区上下水道料金……………………………… 25日
●土肥地区温泉料金……………………………………… 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・19日～24日
● 虹 の 郷 … 無休で営業します

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日



保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を
実施しています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／13日（水）8時30分～10時10分・27日（水）9時
40分～11時40分　生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／1日（金）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聴き、解決を図ります。
とき／12日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ、中伊豆支所
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／25日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／9日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありますので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

6月
休日当番医

 3日 大和堂医院（修善寺）☎（72）0015 
 10日 村田内科クリニック（伊豆の国市吉田）
　　　　　　　　　　　　　 ☎（76）8866
 17日 矢田レディースクリニック（伊豆の国市宗光寺）
　　　　　　　　　　　　　 ☎（76）4550 
 24日 伊豆慶友病院（月ヶ瀬）☎（85）1701

 園庭開放 　　  実施日
 修善寺東保育園 第1・3火曜日
 熊坂保育園 第2・4火曜日
 橘保育園 毎週月曜日
 原保保育園 毎週金曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびフロア（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日
にこにこフロア（土肥こども園） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週水曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　10日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  1日・15日(金)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　9日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　14日・28日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　16日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはなしかい（天城）０～３歳
　 14日(木)10時30分～午前10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　9日(土)10時30分～11時

6
１日～23日（毎金曜日・土曜日）

　　　　　　とびうおすくい／土肥港

１日～24日　花しょうぶまつり／修善寺温泉街

　

1日～7月1日　天城ほたる祭り／出会い橋付近

上旬　白ビワ狩り／恋人岬

上旬　大見川鮎釣り解禁／中伊豆

 21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

24日　３時間耐久一輪車レース大会

　　　　　　　　　／サイクルスポーツセンター

★花の見ごろ

上旬～下旬　ハナショウブ／虹の郷

中旬～7月上旬　アジサイ／虹の郷

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883
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みんなの掲示板みんなの掲示板

　ノルディックウォーキングとは、2本のポール（ス
トック）を使って歩行運動を補助し、運動効果をよ
り増強するフィットネスエクササイズです。
とき／5月12日（土）　受付９時～　※雨天中止
ところ／市民文化ホールラウンジ、狩野川堤防
募集人数／３０人程度
参加費／無料　※会員以外は５００円
ストックレンタル代／250円 
その他／事前にお電話にて申し込みをお願いし
ます。定員になりしだい、募集を締め切ります。
問合せ／総合型地域スポーツクラブアルテ伊豆
（修善寺体育館内）☎・FAX（72）5935

❖総合型地域スポーツクラブアルテ伊豆
ノルディックウォーキング体験教室

　修善寺食品衛生協会では、食中毒防止を目的
に飲食店や一般家庭でお使いのまな板を対象
に『まな板削り』を行います。希望する人は、次
の作業所または指定場所にお持ちください。削
れないまな板もありますので、ご注意ください。
【土肥地区】
　とき／5月22日（火）9時３０分～11時30分、
　13時～15時
　ところ／鍵山和己作業所（土肥962-1）
【修善寺地区】
　都合の良い会場へお出掛けください。
　①杉山建築（修善寺1150）
　とき／6月27日（水）9時～11時30分・
　13時～１４時３０分
　②仁科建設（柏久保487-5)
　とき／6月28日（木）9時３０分～11時30分・
　13時～15時
問合せ／修善寺食品衛生協会☎（72）3124

❖食中毒を未然に防止しよう！
無料まな板削りのお知らせ

❖静岡県から第36回全国育樹祭
『ボランティア募集』のお知らせ

❖静岡県から第36回全国育樹祭
『式典参加者募集』のお知らせ

❖平成24年度狩野川河川愛護
モニターを募集します

とき・内容／○第1火曜日 17時～19時45分 
　（エイズ検査、B型肝炎検査） 
○第2火曜日 9時～11時30分
　（エイズ検査、B型肝炎検査、C型肝炎検査）
○第3火曜日 13時～15時30分
　（エイズ検査、B型肝炎検査） 
○第4水曜日 9時～11時30分
　（エイズ検査、B型肝炎検査、C型肝炎検査）
※詳細は、お問い合わせください。
検査結果について／
○エイズ検査…採血後、約１時間半で分かりま
すが、確認検査が必要な場合は後日結果を説
明します。また、B型肝炎は、エイズ検査と同
時実施です。
○Ｃ型肝炎…2週間後に結果を郵送します。
ところ／県東部保健所（沼津市高島本町1-3）
問合せ／県東部保健所地域医療課
☎055（920）2109

❖HIV（エイズ）検査および
Ｂ型・Ｃ型肝炎検査などのご案内

活動内容／日常生活で知り得た次のような情報
収集・情報提供、河川愛護思想の普及・啓発など
○河川へのごみの投棄、流水や施設の異常
○河川整備、河川環境に関する要望　など
活動範囲／狩野川の河口から修善寺橋まで
任期・委嘱／7月1日（日）～平成25年6月30日（月）
国土交通省中部整備局長より委嘱
募集人員・手当／4人・手当あり
応募資格／狩野川近隣在住、満20歳以上の心
身ともに健康な方で河川愛護に関心のある人
応募期限／5月11日（金）必着
応募方法／はがきまたは電子メールで応募
※詳細はお問い合わせください。
申込み・問合せ／〒410-8567沼津市下香貫外
原3244-2　国土交通省中部地方整備局沼津河
川国道事務所　河川愛護モニター担当
☎055（934）2011
電子メール numazwo7@lilac.ocn.ne.jp

　静岡県で初めて開催する育樹祭で活躍する
ボランティアを募集します。
募集概要／
①あまぎの森ボランティア（募集人員20人）
　とき／11月10日（土）10時～16時30分
　活動場所／あまぎの森 お手入れ会場（伊豆市）
　活動内容／○お手入れ行事
　　（座席案内、湯茶接待、弁当仕分けなど）
　○参加者の育樹活動
　　（資材配布・回収、作業指導）
②育樹活動ボランティア（募集人員40人）
　とき／11月11日（日）6時30分～16時
　活動場所／小笠山総合運動公園（掛川市・袋井市）
　活動内容／参加者の育樹活動
　（資材配布・回収、作業指導）
③運営補助ボランティア（募集人員80人）
　とき／11月11日（日）6時30分～16時30分
　活動場所／エコパアリーナ（式典会場・袋井市）
　エントランス広場（おもてなし広場・袋井市）
　活動内容／○式典行事
　　（座席案内、湯茶接待、弁当仕分けなど）
　○おもてなし広場（会場内案内・誘導、湯茶接
　　待、弁当仕分けなど）
応募要件／○県内在住または通勤・通学してい
　る満15歳以上の人※中学生は除く。
○事前研修に参加できる人
応募方法／次のいずれかにより応募してください。
①所定の用紙に必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸ
　または持参
②『第36回全国育樹祭』ホームページから電子
　申請
受付期限／５月31日（木）まで
その他／市役所、図書館、公民館などで入手で
きる募集リーフレットをよく読み、参加について
の詳細をご確認のうえ、お申し込みください。
申込み・問合せ／〒420-8601　静岡市葵区追
手町9-6　県庁東館15階全国育樹祭推進課内
第36回全国育樹祭静岡県実行委員会事務局　
☎054（221）2628　ＦＡＸ054（221）2740
e-mail：ikujusai36@pref.shizuoka.lg.jp
ＨＰ：『第36回全国育樹祭』で検索してください。

 この秋、第36回全国
育樹祭が、伊豆市と
袋井市で開催されま
す。
　このうち、エコパア
リーナ（袋井市）で開
催する式典行事の参
加者を募集します。

とき／11月11日（日）9時40分～12時50分（予定）
ところ／エコパアリーナ（袋井市）
内容／皇族殿下のおことば、県民参加によるア
トラクションなど
募集人員／約1,500人
応募要件／国内在住の小学生以上
※小・中学生は必ず保護者が同伴してください。
応募方法／
次のいずれかにより応募してください。
①所定の用紙に必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸ、
　メールまたは持参
②『第36回全国育樹祭』ホームページから電子
　申請
受付期間／５月７日（月）～７月６日（金）
その他／市役所、図書館、公民館などで入手で
きる募集リーフレットをよく読み、参加について
の詳細をご確認のうえ、お申し込みください。
申込み・問合せ／〒420-8601　静岡市葵区追
手町9-6　県庁東館15階全国育樹祭推進課内
第36回全国育樹祭静岡県実行委員会事務局
☎054（221）2628　ＦＡＸ054（221）2740
e-mail：ikujusai36@pref.shizuoka.lg.jp
ＨＰ：『第36回全国育樹祭』で検索してください。

【育樹祭シンボルマーク】



❖沼津特別支援学校
就学前児保護者対象学校見学会

　この教会は、明治45年に伊豆の大工たちによ
って建設されました。木造しっくい塗りの美しい
建造物は、職人たちの高い技術がしのばれます。
内部の聖障や器は、日露戦争時に中国東北部の
旅順から運ばれたものです。また、日本最初の女
流画家『山下りん』が描いたイコン画は素晴らし
い芸術品です。ぜひご覧ください。
とき／６月10日（日）10時～12時
ところ／修善寺ハリストス正教会（修善寺861）
問合せ／修善寺ハリストス正教会☎（72）2076

❖シ

　労働保険の概算・確定保険料および石綿健康
被害救済法の一般拠出金の申告・納付は、6月1日
（金）から7月10日（火）までの間に、最寄りの金
融機関または静岡労働局、労働基準監督署へ申
告書を添えて保険料などを納付してください。
　なお、申告書のみを提出する場合は、7月10日
（火）までに静岡労働局労働保険徴収課または労
働基準監督署へ提出してください。電子申請によ
る申告・納付も可能ですので、ご利用ください。
問合せ／コールセンター☎0120（995）986

　銃砲や刀剣類は、法律により所持することが
原則として禁じられていますが、美術品、骨董
品として価値のある古式銃砲や美術品として価
値のある刀剣は、登録することにより所持する
ことができます。
とき／５月15日（火）、11月13日（火）9時30分～
12時（受付時間）※銃砲審査は、５月15日（火）
ところ／静岡県東部総合庁舎別棟２階会議室
問合せ／静岡県文化財保護課
☎054（221）3158

❖県指定文化財『修善寺ハリスト
ス正教会』建立100年祭

❖司法書士による無料相談
～しあわせ相談～

❖若い力を国のために
防衛省自衛隊の各種試験

❖労働保険料などの
申告・納付はお早めに

❖平成24年度
銃砲刀剣類登録審査会

　司法書士による無料相談を開催します。開
催日の前日までにお申し込みください。
とき・ところ／ 5 月 8 日（火）9 時 30 分～
11時 30分　城山活動支援センター
内容／悪徳商法、消費者金融、身近な契約トラ
ブル、財務管理、成年後見に関する相談など
定員／ 4 人（予約制）
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会本所☎
（83）4450、修善寺支所☎（72）8508、土肥支
所☎（98）0294、☎天城湯ケ島支所☎（85）1199

【技術海上幹部・技術航空幹部】
　応募資格／大卒３８歳未満の人
　受付期限／５月１８日（金）
　採用試験日／７月２日（月）
【技術海曹免許の部・技術空曹免許の部】
　応募資格／２０歳以上で国家免許資格取得者など
　受付期限／５月１８日（金）
　採用試験日／６月２９日（金）
問合せ／自衛隊三島募集案内所
☎055（989）9111

とき／6月5日（火）9時20分～11時30分
ところ／県立沼津特別支援学校
（沼津市大塚823-1）
対象／就学前児の保護者
内容／学校・学部紹介、授業参観、全体会（質疑
応答、アンケート記入）
申込み／5月25日（金）までに電話でお申し込
みください。
問合せ／沼津特別支援学校地域支援課
☎055（966）0980

【函南町】
❖フリーマーケットを開催します
　家庭に眠っている不用品などが、資源として
有効利用されることで、ごみの減量と地球温暖
化防止につながります。
　お誘い合わせのうえご来場ください。

とき／6月3日（日）９時～12時　※雨天中止
ところ／函南町役場　東側大駐車場
問合せ／函南町環境衛生課☎055（９７９）８１１２

◆ホタル鑑賞
期間／５月１５日（火）～６月２０日（水）２０時～２２時
場所／反射炉付近古川護岸（無料駐車場あり）
※期間中は反射炉のライトアップも行います。
◆反射炉ホタルコンサート
とき／６月２日（土）１８時～２０時
出演者／天城連峰太鼓、伊豆の国市音頭保存
会、伊豆の国の子供たちの合唱など
問合せ／伊豆の国市観光協会
☎０５５（９４８）０３０４

【伊豆の国市】
❖ホタルまつり in 伊豆の国

【三島市】
❖三島大通り商店街まつり
とき／5月５日（土・祝）１１時～16時
ところ／広小路踏切から大社町西交差点まで
の大通り
内容／太鼓やマジックショー、音楽広場、スタン
プラリーなどのほか、福島県会津地方の４町村
の特産品を集めた物産展
※大通りを歩行者天国にして、各種イベントを
　開催します。
問合せ／三島市商工観光課☎055（９８３）２６５５

とき／5月17日（木）17時～18時
ところ／順天堂大学静岡病院管理棟4階第1会
議室（伊豆の国市長岡1129）
講演／演題：よくわかる大腸癌－現在及び今後
の検査、治療についてー
講師：櫻田 睦 先生（順天堂大学静岡病院外科准教授）
その他／申込不要・参加無料です。当日、会場ま
でお越しください。
問合せ／順天堂大学静岡病院がん治療センタ
ー事務局☎055（948）3111

　専属の相談員２人が、教育に関する相談に応
じます。相談は無料で、秘密は厳守します。
とき／毎週月～金曜日９時～１７時（木曜は１３時まで）
ところ／田方教育会館内『教育相談室』（伊豆の
国市吉田８２－１）
相談内容／いじめ・不登校・学習・進路・しつけ・
健康問題・学校生活など（電話、面談どちらも可）
その他／面談の場合は、事前にお電話ください
問合せ／田方教育会館内『教育相談室』
☎（７６）８２２８

❖順天堂大学静岡病院主催
市民公開講座のお知らせ

❖伊豆中央高校吹奏楽部
第28回定期演奏会

❖田方教育会館『教育相談室』
（匿名可・相談無料）

とき／５月27日（日）開場13時20分　開演14時
ところ／三島市民文化会館大ホール
指揮／杉山 義紀さん
曲目／アルセナール、シバの女王ベルキス、平
成24年度吹奏楽コンクール課題曲
チケット／前売り券300円、当日券500円
やまがた楽器、韮山時代劇場で販売します。
問合せ／伊豆中央高校　担当：古田
☎055（949）4771
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